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見積明細に計算式を設定しよう！

見積書の明細入力って数が多いと時間が掛かるし、金額の入力ミスも心配。

見積商品の個数と単価から金額を計算してくれないかな。

明細行に四則演算の計算式を設定できます。例えば見積書の明細行ごとに個数と単

価から金額を算出します。さらに各行の金額を集計した合計額も自動で表示します。

実際に設定してみよう！
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QuickCreatorでは、数値型の入力項目を組み合わせた四則演算の計算式を設

定できます。例えば明細行の２つの項目同士による掛算や足算をおこない、

各行で算出した数値を集計して、別の項目に合計値を表示することもできます。

計算式の設定開始：[画面レイアウト編集]画面
＊ QuickCreatorの［ファイル－開く］メニューから、計算式を設定したい画面を開いてください。
＊ここでは見積入力用に作成した画面を例に説明します。

②明細部をダブルクリック

＊［明細設定］画面が開きます。

①明細部で算出した金額の集計値を表示する数値項目

＊明細部の合計金額を表示する数値項目として使用します。
＊該当する項目が存在しない場合は新たに配置してください。
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明細項目の確認：[明細設定]画面
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計算式設定画面の起動：[明細設定－処理順設定]画面

②［処理順設定］タブをクリック

＊［処理順設定］の画面に切り替わります。

①計算式で使用する数値項目

＊ここでは「数量」「単価」「金額」が追加されていることを確認します。
＊項目が存在しない場合は新たに追加してください。

＊ 今回は、［数量］と［単価］を掛けた値を［金額］に表示する設定を行います。
＊ ［数量］、［単価］、［金額］といった計算式で使用する項目が揃っていることを確認してください。

＊ 金額を自動で算出するため、計算式を設定する画面を起動します。

①［金額］項目の［詳細］をクリックしてプロパティを表示

②［計算式］項目の［設定］をクリック

＊［計算式設定］画面が開きます。
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計算式の設定：［計算式設定]画面

合計金額の設定：［プロパティ］画面
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＊ 明細行の金額を自動で算出するため、［数量］項目*［単価］項目の計算式を設定します。
＊ QuickCreatorは、計算に使用する項目や演算子を選択操作で追加できます。（手入力不要）

②任意の項目を選んで［選択］をクリック

＊今回は「数量」「単価」を追加します。

＊選択した項目は［内容］欄に追加されます。

③四則演算などの演算子をクリック

＊今回は掛け算のため「*」を選択します。

＊ 選択した演算子は［内容］欄に追加されます。

①計算式に利用する明細部の項目を

   選択するため［項目検索］をクリック

④［OK］をクリックして

計算式の設定を確定

選択した項目や演算子を繋げて表示

＊ 明細部の金額の合計（集計値）を表示する項目をあらかじめ設定しておきます。
＊ STEP５終了後に明細設定画面に戻り、保存を実行します。続けてQuickCreatorの［ファイル－閉じる］
    メニューから、システム生成を実行してください。

①［集計先項目］の［設定］をクリックして

［項目検索］画面を起動

②集計値を表示する項目を一覧から選び、

［選択］をクリックして確定

＊［項目検索］画面が閉じられます。

④［OK］をクリックして、ここまで設定した内容を確定

③［集計方法］は「合計」を選択

https://www.kk-osk.co.jp/promotion/qc/QuickCreatorの情報はこちら→

https://www.kk-osk.co.jp/promotion/qc/
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